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はじめに 

 

 本書はアジア経済研究所「ポスト移行期南アフリカの社会変容」研究会（2010～2011

年度）の中間報告書である。 

 南アフリカのアパルトヘイト体制の終焉とアフリカ民族会議（ANC）政権の成立から

約 17 年が経過した。その間に ANC の指導者はマンデラからムベキ、そしてズマへとす

でに 2 度の交代を経た。アパルトヘイト体制下で形成された人種的不平等の解消は今で

も大きな課題として残されているが、現在の南アフリカ社会が直面する諸問題――経済

成長の一方で依然深刻な貧困、人種間のみならず黒人の間でも広がる格差、行政の機能

不全と腐敗、暴力的なゼノフォビア、等々――は、もはや「アパルトヘイトの遺産」と

して捉えきれるものではなく、アパルトヘイト終結後の社会変容を本格的に検討する必

要性が高まっている。そして、南アフリカの体制移行は、その起源においてもプロセス

においても、単に南アフリカ国内の出来事であるのではなく、自由民主主義と市場経済

を基本とする冷戦後の世界秩序への急速な統合のなかで生じたのであった。こうした認

識のもとに、本研究会は、アパルトヘイト体制からの政治的移行後の南アフリカにおけ

る社会変容を、南アフリカの国内要因のみならず、国際社会における南アフリカの地位

の変化、さらには企業、移民、NGO・社会運動など、国境を越えて活動・移動する非

国家主体の分析をも視野に入れて理解することを目ざしている。その中間報告にあたる

本書では、各委員がそれぞれ次年度の最終報告（英文出版を予定している）に向けて、

先行研究や事実関係の整理を行った。 

 本研究会の実施にあたっては、川島真氏（東京大学大学院准教授）、北川勝彦氏（関

西大学教授）、Scarlett Cornelissen 氏（Professor, University of Stellenbosch）、Jeremy Seekings

氏（Professor, University of Cape Town）、Hussein Solomon 氏（Professor, University of Free 

State）の各氏に講師としてご報告をいただいた。研究会オブザーバーの鈴木早苗氏（新

領域研究センター）、津田みわ氏（新領域研究センター）、福西隆弘氏（地域研究センタ

ー）、望月克哉氏（研究支援部長）には、積極的に研究会の議論にご参加いただき、有

益なコメントをいただいた。このほか、遠藤貢氏（東京大学大学院教授）、黒須仁美氏

（大阪大学大学院）、坂田有弥氏（大阪大学大学院）、平野克己氏（地域研究センター長）、

峯陽一氏（同志社大学大学院教授）には、さまざまな機会にアドバイスや情報提供をい

ただいた。Hussein Solomon 氏の講師招聘は、同氏の日本滞在のカウンターパートであ

った栗本英世氏（大阪大学グローバルコラボレーションセンター長）、Scarlett Cornelissen

氏についても同様に児玉谷史朗氏（一橋大学大学院教授）のご協力により実現したもの

である。また、Jeremy Seekings 氏の訪日に際しては、すでにお名前を挙げた北川勝彦氏

と峯陽一氏、およびアジア経済研究所開発スクール（IDEAS）関係者にお世話になった。
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この場を借りて感謝したい。 

 最後に、本書の地名表記について、一言注記しておきたい。日本語での外国地名表記

については、原音主義（現地発音主義）、慣用主義、公式主義、日本語発音主義などが

並立して定まっていないこと、かつ原音主義をとるにしても、とくに南アフリカの場合、

英語読みとアフリカーンス語読み（さらには、本書には出てこないがバンツー系諸言語

による別の呼び名をもつ場合もある）のどちらが適切と一概に言えないことから、本書

においては、基本的に個々の筆者の地名表記を尊重し、全体として統一することをしな

かった。 

 

2011 年 3 月 

編者 
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